
セキュリティー対策
－－

不
正
ロ
グ
イ
ン
に
注
意

パ
ス
ワ
ー
ド
は
　
　

安
易
に
設
定
し
な
い

二
段
階
認
証
の

利
用
も
有
効

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
ウ
ェ
ブ
メ
ー

ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の

各
種
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
に
伴
い
、
独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口

に
は
、
そ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス

へ
の
不
正
ロ
グ
イ
ン
被
害

に
関
す
る
相
談
が
継
続
し

て
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
へ
の

不
正
ロ
グ
イ
ン
に
よ
る
影

響
は
、
提
供
し
て
い
る
ウ

ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
に

よ
っ
て
変
わ
る
。例
え
ば
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
の
場
合
は
、
不
正
送

金
に
よ
り
金
銭
被
害
が
発

生
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
場
合

は
、
成
り
済
ま
し
に
よ
る

書
き
込
み
や
ス
パ
ム
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
送
信
に
よ
り
信

用
低
下
を
招
く
。先
日
は
、

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
に
不
正
ロ

グ
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
で
、

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

閲
覧
さ
れ
た
後
、
サ
イ
バ

ー
攻
撃
を
受
け
て
約
２
カ

月
に
わ
た
り
シ
ス
テ
ム
停

止
の
被
害
に
陥
っ
た
組
織

の
報
道
も
あ
っ
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
へ
の

不
正
ロ
グ
イ
ン
の
理
由
と

し
て
、
利
用
者
の
安
易
な

パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
が
挙
げ

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
同
一
、

パ
ス
ワ
ー
ド
に
単
純
な
単

語
や
、「
１
２
３
４
５
６
」

や
「
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
」
の

よ
う
な
連
続
し
た
英
数
字

を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

攻
撃
者
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を

推
測
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
し
て
い

る
誕
生
日
な
ど
の
情
報
を

パ
ス
ワ
ー
ド
に
す
る
の
も

危
険
だ
。
「
ｑ
ｗ
ｅ
ｒ
ｔ

ｙ
」
と
い
っ
た
一
見
ラ
ン

ダ
ム
な
文
字
に
見
え
る
が

実
は
キ
ー
ボ
ー
ド
上
の
隣

接
し
て
い
る
文
字
も
推
測

さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
複

数
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で

同
じ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
使
い
回
し
て
い
る
場

合
、
一
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
が
漏
え
い
し
た
だ
け

で
、
他
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
に
も
被
害
が
拡
大
す

る
。

　
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
く
上
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
柔
軟
な
働
き

方
を
確
保
す
る
た
め
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

機
会
は
増
え
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
が
、
利
便
性
と

同
時
に
安
全
性
の
確
報
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
不

正
ロ
グ
イ
ン
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
自
身
で

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
須
と
な
る
。
具
体
的
な

不
正
ロ
グ
イ
ン
対
策
と
し

て
、
ま
ず
は
パ
ス
ワ
ー
ド

を
「
長
く
」
「
複
雑
」
に

す
る
な
ど
推
測
さ
れ
に
く

い
も
の
に
し
て
、
さ
ら
に

複
数
サ
ー
ビ
ス
間
で
「
使

い
回
し
を
し
な
い
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
パ
ス
ワ
ー
ド

管
理
ソ
フ
ト
を
利
用
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に

異
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設

定
す
る
。
ま
た
、
パ
ス
ワ

ー
ド
に
は
推
測
さ
れ
に
く

い
文
字
列
を
設
定
す
る
。

　
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
ソ
フ

ト
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
普
段
使
用
し
て
い
る

パ
ス
ワ
ー
ド
の
最
初
か
最

後
に
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ご

と
に
数
字
や
記
号
を
加
え

る
だ
け
で
も
対
策
と
し
て

有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
厳

重
に
管
理
さ
れ
た
紙
の
メ

モ
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
載

し
て
お
く
こ
と
で
も
よ

い
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
が
「
多
要
素
認
証
」

を
提
供
し
て
い
る
場
合
は

利
用
す
る
。
多
要
素
認
証

と
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
記

憶
だ
け
で
な
く
、
ワ
ン
タ

ー
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
（
１
回

し
か
使
え
な
い
パ
ス
ワ
ー

ド
）
を
作
成
す
る
ト
ー
ク

ン
な
ど
の
端
末
の
所
持

や
、
指
紋
、
顔
、
静
脈
、

虹
彩
と
い
っ
た
生
体
情
報

な
ど
複
数
の
要
素
を
用
い

た
認
証
方
式
で
あ
る
。

「
二
段
階
認
証
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
で
不
正

ロ
グ
イ
ン
防
止
に
効
果
が

あ
る
。
ま
た
、
仮
に
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
窃
取
さ

れ
て
も
、
金
銭
な
ど
の
最

終
的
被
害
を
回
避
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
相
談
が
多

い
不
正
ロ
グ
イ
ン
対
策
に

つ
い
て
特
集
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
る
。
詳
し
く
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

www.ipa.go.jp/security/a
nshin/account_security.h
tml

）
を
確
認
し
て
ほ
し

い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）


